
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（佐久地域） 

平成 29 年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目毎

に記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み  

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

 
 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

 

事業名 長野から世界に挑戦！バイクレースで地域活性化プロジェクト！ 

事業主体 

（連絡先） 

レーシングプロジェクト・チーム長野 

（小諸市丙 445-12 電話 080－5109－3656 代表 小林 興士） 

事業区分 (8)その他地域の元気を生み出す地域づくりに資する事業 

事業タイプ ソフト・ハード 

総事業費 1,737,734円（うち支援金：1,237,000 円） 

（活動写真） 

① 各地域イベントを盛り上げ動

員数を増加 

② 様々な活動を通して地域のイ

メージ UP し観光客の増加 

※自己評価【A】 

【理由】 

各イベント活動を通じて地域活性

化を目指し活動したところ、大変

多くのご声援をいただき各メディ

ア等にも掲載していただき話題と

なり、実際に来場者も増えた。 

 

【展示風景】 

 【目標・ねらい】 

 

・各地元イベントの観客動員数の増加  

：目標年度 H29 対 H28比 10％増 

     実績 前年度比 165％のイベントがあった。 

・地域イメージアップによる観光客の増加 

：目標年度 H29 対 H28比 10％増 

     実績 前年度比 10％程度増加 

  
・小諸市立図書館にて講演などを行い、モータースポー
ツを身近に感じてもらうことで、モーターサイクルの普
及や、地域の名前を背負いチャレンジする姿勢を観ても
らい地域との絆を強めることが出来た。 

 

主に地域のイベントへ積極的に参加する。イベントを盛

り上げ集客力の向上を目指す。注目度及び地域性を高め

るため、『長野県から世界に挑戦！』という目標を掲げ

国内最大で世界耐久選手権の『鈴鹿８耐』に参戦した。 

 

○モデル的で発展性のある事業である理由 

長野から世界に挑戦をスローガンに、長野県を代表する

レーシングチームとして、世界選手権に挑む姿勢を、イ

ベント活動を通じて地域住民に呼びかけることでモー

タースポーツの興奮、感動を共有する。そして、地域が

一体となって応援することで地域の新たなコニュニテ

ィの形成を目指す。その結果地域活性化に寄与した。 

 

今年１年の活動を通じて、私たちの想いが徐々に伝わり本当に多くのご声援をいただきました。

ありがとうございました。この活動を継続していくことでもっと多くの皆さまに知っていただき 

長野の素晴らしさ、モーターサイクルの楽しさを感じていただき、子供たちへ夢を提供できるよ

うに引き続き活動していきたいと思います。 


